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研究成果の概要（和文）： 

本研究は大都市近郊農村を主な対象にして、農地や谷戸、および里山や林地などの緑地空間の

再編をグリーントリフィケーション（greentrification）として捉え、その創成メカニズムと持

続性を明らかにすることを目的とした。グリーントリフィケーションとは「緑地空間の再編・美

化」や「緑地空間価値の高度化」ともいわれるもので、その研究は農村や農山村における非経済

的な価値を見直すことにもなる。大都市近郊では、農村空間の構成要素である里山と農地を農村

と都市のコミュニティが協働で保全してグリーントリフィケーションを成立発展させ、そのこと

が大都市近郊農村の持続性を高めていた。 
 
研究成果の概要（英文）： 

In this stydy the author focuses on greentrification as an option of regional 

restructuring in the metropolitan fringe, and discusses its creation mechanism and 

sustainability in rural space. Meanings of greentrification are often associated with 

the beautifying of open and rural spaces including rural land use/covers and landscape, 

as areas where rural communities exist and rural activities occur. In the metropolitan 

fringe, rural land use/covers and landscape have been maintained and recreated with the 

restructuring of some basic elements of the rural space. In the creation of 

greentrificarion, there are elements of agricultural and forestal activities, their 

production, rural land use/covers and landscape, and farms and their community. The 

interrelation among these elements plays an important role in restructuring rural spaces 

as well as the creation of greentrification. 

In the Jike area of Yokohama city as a case study of the greentrification types, the 

decrease in area of rural forests (satoyama) has led to the decline of rural landscape; 

the development of affordable housing lots in the outer fringe and the continuous inflow 

of urban residents into the newly developed areas have led to serious conflicts between 

rural and urban land uses. Recently however, activities that aim at recreating 

greentrification, such as conservation of rural forests, have been promoted as a means 

to mitigate such conflicts, and to develop these areas as nodes of rurality and urbanity. 

Thus, the perpetuation of greentrification has been assured by the sustainable 

relationships between rurality and urbanity. The creation of greentrification 

facilitates the sustainable development and restructuring of rural spaces.  
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１．研究開始当初の背景 

従来、農村の地域的な性格は経済活動を優先す

る生産主義のフレームワークで議論されてきたが、

1990年代以降、環境や生き甲斐などの非経済的な

要素を踏まえて農村の性格を議論しょうとするポ

スト生産主義のフレームワークが台頭してきた。

ポスト生産主義の農村研究の動向のなかで、農村

景観を再編し美化することで、居住環境を高めて

いく「ルーラルジェントリフィケーション（rural 

gentrification）」の研究が新たにヨーロッパで注

目されるようになり、農村再編に関する研究を大

きく進展させた。 

ルーラルジェントリフィケーションの議論は農

村の居住環境や社会・経済環境の再編を中心とす

るものであったが、農村の生態環境（農地、牧草

地、林地などを含めて）の再編に関する議論の必

要性が提案された。その結果、農村の生態環境と

しての緑地空間の再編を議論するグリーントリフ

ィケーションのフレームワークが示された。ヨー

ロッパにおけるグリーントリフィケーションの議

論は、条件不利地域における不耕作地や荒廃林地

の美化や有効利用を通じて、あるいは大都市近郊

農村における緑地環境の保全と適正利用を通じて

行われ、緑地や農地を含む農村の生態環境が経済

環境と社会環境に相互関連していることを明らか

にした。このように、農村の生態環境を中心にと

経済環境と社会環境を関連づけることにより、農

村再編の議論はより実際的で具体的なものとなっ

た。しかし、農村の生態環境と経済環境、および

社会環境をどのように関連づけるかの議論は現在

まで残された課題となっており、その課題を明ら

かにすることが本研究を始める契機となった。 

 

２．研究の目的 

本研究は大都市近郊農村を対象にして、農地や

谷戸、および里山や林地などの緑地空間の再編を

グリーントリフィケーションとして捉え、その創

成メカニズムと持続性を明らかにすることを目的

としている。グリーントリフィケーションとは「緑

地空間の再編・美化」や「緑地空間価値の高度化」

ともいわれるもので、その概念の世界的な浸透は

農村や農山村における緑地空間の経済的な価値だ

けでなく、非経済的な価値を見直す機運と呼応し

ている。 

 

３．研究の方法 

大都市圏における農業的土地利用と都市的土地

利用の時間的・空間的変化からグリートリフィケ

ーションの実態を把握し、その創成メカニズムと

持続性を明らかにする。また、大都市圏における

土地利用分析から、グリーントリフィケーション

の類型化が試みられた。その結果、グリーントリ

フィケーションの類型として大都市近郊型と大都

市近郊外縁型、および大都市遠郊が抽出された。 

大都市圏におけるグリーントリフィケーション

の類型化に基づいて、それぞれの類型の事例地域

において実証的な研究を行った。実証研究では、

グリーントリフィケーションの創成メカニズムの

様相を明らかにするとともに、それが農村地域に

どのような効果や影響をもたらすのかも担い手や

持続性に注目しながら明らかにした。具体的には、

農村地域における土地利用の時間的、空間的変化

を明らかにし、その変化の分析からグリーントリ

フィケーションの創始パターンを求めた。 



 

グリーントリフィケーションの創成要因を自然

環境と社会・経済環境、および歴史・文化環境や

政策から総合的に分析し、その創成メカニズムを

精緻化した。また、グリーントリフィケーション

と諸環境や地域資源との相互関連性から農村資源

の保全や適正利用、および社会的持続性を検討し

た。加えて、大都市圏におけるグリーントリフィ

ケーションの創成メカニズムや社会的持続性に関

する地域比較（大都市近郊と大都市近郊外縁、お

よび大都市遠郊外）と国際比較を行った。その際、

グリーントリフィケーションの創成と持続性のメ

カニズムを人間－社会－自然－文化－経済の関わ

りで体系的に比較し、グリーントリフィケーショ

ンの創成と持続性のメカニズムを一般化する。 

 

４．研究成果 

 高度経済成長以降、大都市近郊農村とその周辺

では住宅開発の拡大や農業就業者の減少により、

近郊農業の持続は難しくなってきた。また、谷地

の水田とともに農村景観を形成してきた丘陵地や

里山の林地も化学肥料の普及やエネルギー革命に

より利用されなくなり、荒廃化した。このような

状況を改善するため、地域の特徴を活かした地域

づくりの方法が模索され、グリーントリフィケー

ションが３つの柱に基づいて実施されてきた。す

なわち、第１の柱は、美しい田園景観を保全しな

がら，土地，人を含めた農村資源を活用すること

である。第２の柱は、観光農業の推進などで農業

の第三次産業化を促し、農家の生活安定と地域で

の就業機会の増大に努め、地域の活性化を図るこ

とである。そして第３の柱は、新住民や学童など

が自然，農業，農村の雰囲気を体験することによ

り、健康で心豊かな人づくりに役立てるとともに、

農村と都市の相互理解を深めることである。 

以上に述べた３つの柱を基本的な理念として、

事例地域として取り上げた横浜市青葉区寺家地区

ではグリーントリフィケーションの創成がはじま

った。それは1981年からはじめられた農林水産省

の自然活用型農村地域構造改善事業（神奈川県の

緑の里整備事業）により支えられ、1984年に設立

された寺家ふるさと村体験農業振興組合を担い手

に進められた。農林省の自然活用型農村地域構造

改善事業や神奈川県の緑の里整備事業により、横

浜市が寺家地区周辺の里山や丘陵地の林地を地権

者から長期的に借受け、その林地を寺家ふるさと

村体験農業振興組合が維持管理するようになった。

結果として、谷地田周辺の林地が保全されるよう

になり、そこから涵養される水に依存している谷

地田も保全されている。林地や谷地田の生態的基

盤の保全にともなって、水稲作などの農業が経済

的基盤として維持され、農家も農村を性格づける

社会的基盤として残ってきた。このようなグリー

ントリフィケーションの創成により、農村空間が

都市近郊の余暇空間としても機能するようになり、

農村散策をする人々の増加にともなって、グリー

ントリフィケーションの創成は決定づけられた

（写真１）。 

 

 

写真１ 横浜市青葉区寺家地区における谷地田の

保全とグリーントリフィケーションの創成 

（2010年 7月撮影） 

 

寺家地区におけるグリーントリフィケーション

の創成は、農村のさまざまな機能の保全や再編に

寄与してきた。例えば、谷地田を涵養する谷頭か

らの小川は側面と底をすべてコンクリートで整備

せず、なるべく土の面を残して整備された。この

整備により、川沿いに水生植物が繁茂するように

なり、水生植物を基盤にして水生生物も生息し、

水生生物を餌とする魚類や鳥類もみられるように

なった。農村における生物多様性の機能が再生・

保全され、ホタルが生息する小川は季節になると

農村散策をする多くの人々を集めた。そして、ホ

タルの飛び交う農村景観はグリーントリフィケー

ションの創成を象徴するものとなった。 

また、都市空間に隣接したグリーントリフィケ

ーションされた農村空間の存在は余暇空間や癒し

の空間、あるいは小さな子供の遊びの空間として

重要であるが、都市と農村との交流の空間として

も重要なものとなった。都市と農村の交流におい

て重要な役割を果たすのが農産物直売所であり、

直売所で新鮮で安全安心な野菜を買うことは、農

家と農村の生活の知恵や情報を得ることになり、

それは都市と農村の交流を基盤にしたグリーント



 

リフィケーションとなった。 

したがって、農村散策をする人々が多くなれば、

農産物直売所の収益も増加し、グリーントリフィ

ケーションの経済的基盤を確かなものにすること

ができる。農産物直売所の存在意義が確かなもの

になれば、都市近郊農村における農家の存在も確

かなものとなり、グリーントリフィケーションの

社会的基盤は担保されるようになる。結果として、

寺家地区は農村における生態的基盤と経済的基盤、

および社会的基盤を相互に関連させて、グリーン

トリフィケーションの空間として農村再編された

といえる。 

 寺家地区におけるグリーントリフィケーション

は農村の生態的基盤と経済的基盤、および社会的

基盤によって支えられているが、生態的規模の保

全がグリーントリフィケーションの創成や持続性

のメカニズムの鍵になっていた。特に、丘陵地や

里山の林地と谷地田の保全が重要であり、寺家ふ

るさと村体験農業振興組合がそれらの保全の担い

手になっている。寺家ふるさと村体験農業振興組

合は寺家地区の 24戸の農家を中心に組織され、横

浜市が地権者から借り受けている林地の維持管理

とそれに関連した谷地田の保全活動を行っている。

林地の維持管理では、夏季に下草刈りが、秋季か

ら冬季にかけて枝打ちと落葉採取が基本的に行わ

れており、組合の構成農家はそれらの作業に共同

で出役した。さらに、林地内の散策道の維持管理

も適宜行われた。また、林地によって涵養される

谷頭の溜池やそこから流れる小川の維持管理や清

掃も組合員の共同出役によって行われた。 

寺家ふるさと村体験農業振興組合は 1984 年に

組織され、その構成農家はほとんど変化していな

い。組合の発足当時、構成員の多くは 50代の年齢

層にあり、林地や谷地田の維持管理や保全活動に

無理なく取り組むことができた。しかし、寺家地

区における農家の高齢化は組合の構成農家にも生

じており、高齢化による労働力の低下は林地や谷

地田の維持管理や保全活動に支障をもたらすよう

になった。そのような労働力の低下を補完するた

め、林地の維持管理や保全活動を中心にサポータ

ー制度が 2000 年代になって導入されるようにな

った。つまり、寺家地区やその周辺に居住する都

市住民が林地の維持管理作業や保全活動にボラン

ティアで参加し、組合の構成農家の出役作業を手

助けするようになった。 

 寺家地区における里山と谷地田を保全する組織

の構成農家をサポートするメンバーは 70 名から

80名であり、その多くは寺家地区の谷地田に隣接

した住宅団地に居住している。このような都市住

民のサポートは組合の構成農家との個人的なつき

合いやつながりを契機にしていたが、2000年以降、

都市住民のサポートが口コミで広がり組織化され

るようになった。都市住民にとって、里山の林地

や谷地田を保全することは居住環境を良好にする

ために重要であったが、地元農家との交流や地域

コミュニティへの帰属、あるいは週末の余暇活動

の１つとしても意義をもっていた。また、サポー

ト組織がボランティアであり、保全活動への参加

や出役を強制するものでなかったことも、活動が

持続する原動力になり、地域コミュニティに強制

的に縛られることを嫌う都市住民に適していた。 

 寺家地区におけるグリーントリフィケーション

は、農村空間の生態的基盤と経済的基盤、および

社会的基盤を相互関連させながら維持することが

はじまりとなった。特に、都市近郊農村において

は、それぞれの基盤は都市的要素（アーバニティ）

の拡大にともなって脆弱となる傾向を強くしてお

り、１つの基盤の衰退は他の基盤に影響を及ぼし、

ついには農村的要素（ルーラリティ）やグリーン

トリフィケーションの衰退を決定づけてしまう。

寺家地区の場合、農村の生態的基盤が里山の林地

や谷地田を保全することにより維持されるように

なり、１つの基盤の維持・発展は他の基盤にも維

持・発展する方向で影響を及ぼし、ついにはグリ

ーントリフィケーションの維持・発展にもつなが

っている。 

図１ 横浜市青葉区寺家地区におけるグリーン 

トリフィケーションの創成とその持続性モデル 

 

 寺家地区におけるグリーントリフィケーション

の創成とその持続性モデルを示した図１によれば、

グリーントリフィケーションの創成と持続性は都

市的要素（アーバニティ）と農村的要素（ルーラ

リティ）の関連で推進されることになる。本来、



 

それらは相反するものであり、アーバニティの発

達とともに、ルーラリティはアーバニティと共存

することなく衰退する傾向にあった。しかし、グ

リーントリフィケーションの創成によりルーラリ

ティの衰退を抑制することができる。こルーラリ

ティと関連したグリーントリフィケーションの受

益者は主に都市住民であり、アーバニティとの関

連はルーラリティと関連したグリーントリフィケ

ーションに有利に作用することになる。寺家地区

におけるグリーントリフィケーションの創成と持

続性は都市住民やアーバニティとの関連を利用し

ながらルーラリティの保全により発展してきた。

具体的には、グリーントリフィケーションの創成

と持続性に関して、ルーライティとアーバニティ

を結びつける結節点は重要な意味をもっており、

農村散策やルーラルツーリズム、あるいは農産物

直売所は都市住民にとって農村的な要素やグリー

ントリフィケーションを身近なものとして捉える

ための結節点として機能した。 

ルーラリティとアーバニティの結節点として機

能したものとして、里山の林地や谷地田の保全活

動もグリーントリフィケーションの持続性にとっ

て重要であった。それは農村の生態的基盤を保全

し、ルーラリティの維持発展に必要なものであっ

たが、都市住民がグリーントリフィケーションの

恩恵や持続性に関わる契機にもなった。つまり、

農家と都市住民によってグリーントリフィケーシ

ョンを支えることにより、その保全と持続性が確

かなものとなる。また、里山や谷地田の保全活動

に都市住民が参加することは、都市住民と農家の

交流を促すだけでなく、都市住民間の交流も促す

ことになり、農村や都市の、あるいは地域のコミ

ュニティのまとまりを向上させている。したがっ

て、寺家地区におけるグリーントリフィケーショ

ンの創成と持続性はルーラリティとアーバニティ

の共生により支えられているともいえる。 
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